
別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（   鹿屋市   ）  

事  業  名       鹿屋市立輝北中学校 実施時期 ３／29～４／12 

趣旨又は目的 

新年度のスタートに向けて，生徒が安全安心に登下校が行えるようにする。 
昨年度末にスクールバスの試走を実施したり，学期始めの１週間，PTA会員全員に
よる登校指導を実施したりしており，地元の民生委員も声かけに参加してくれて
いる。特に１学期は新入生のスク－ルバスの乗車マナ－や自転車通学生の安全指
導自転車・徒歩通学生徒の交通マナ－の指導に加えて，あいさつや声かけ，服装
等の生活指導にも取り組んでいる。 

参  加  者       
 
（人 数） 

保護者（44名）・学校職員(5名)・地域ボランティア(5名)・民生委員(7名) 

活 動 概 要       

・通学路の設定のため，スクールゾーン委員会委員や職員でバスの試走を行い，
確認を行った。 
・「春の交通安全運動」にあわせて，PTA会員と教職員による登校指導を行った。 

バス通学区域は，各スク－ルバス停留所でのあいさつ運動・交通安全指導を行
い自転車・徒歩通学区域は，立哨場所であいさつ運動，交通安全指導にあわせ
て自転車通学生の自転車点検も行った。 

・ 青少年育成推進委員（保健安全部長・副部長）やスク－ルゾ－ン委員会委員
や職員でバス路線を始め，通学路の見回りを行い，安全点検を行った。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 学期はじめ登校指導(スクールバス)   スクールゾーン委員による路線状況 

                    確認のための試走 

 

 

 

 

 

 

 民生委員によるあいさつ運動      学期はじめ登校指導(徒歩・自転車通学) 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（  鹿屋市   ）       

事  業  名       １年生によるブロック別下校指導 実施時期 ４月９日（火） 

趣旨又は目的 

 登下校時の交通安全指導やパトロールに長年尽力されている地域安全パトロー

ル隊「勇士会（代表 柿元庸扶氏）」の方に，新１年生に向けて安全な登下校の

仕方について指導してもらうことで，新１年生が自分たちだけでも安全な登下校

ができるようにするため。 

参  加  者       
 
（人 数） 

約１５０人（１年生児童及び関係教職員） 

活 動 概 要       

１ 学年主任のあいさつ 

２ 「勇士会（代表 柿元庸扶）」の紹介 

３ 柿元庸扶氏の話 

４ 各ブロック別による下校 

 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

【勇士会代表 柿元庸扶氏の話】 

 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

 
                                                              市町村名（ 垂水市 ）       

事  業  名       二川まつり（二川棒踊り） 実施時期 令和６年３月１０日（日） 

趣旨又は目的 

「二川棒踊り」は、現在では初猿(申)に近い前の日曜日に2月祭りとして行わ

れる。また、飯牟礼神社(地区民の氏神)の春祭りとして、農作物の豊作と家内安

全無病息災を祈願して奉納される。 
 始まりは、今から400年近く前頃からと思われる。この踊りは、島津義弘公が

農民の志気高揚のために朝鮮から持ち帰り伝えたとの説や、開田時の人夫激励

とか、示現流の流れをくむものだなど、諸説がありはっきりしたことは分かっ

ていない。2016年2月に市の無形民俗文化財に指定された。 
「おどりの扇寿堂HPより抜粋」 

 

参  加  者       
 
（人 数） 

２０～３０人 

活 動 概 要       
・農作物の豊作と家内安全無病息災を祈願して，校区内の数カ所で棒踊りを 

披露した。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

 

牛根小の校庭で踊りを 

披露している様子 



別紙様式２ 
 

令和６年度 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

 
                                                          市町村名（ 垂水市 ）       

事  業  名       子ども会育成会主催「歩こう会」 実施時期 令和６年３月９日（日） 

趣旨又は目的 

○ 思い出づくりや健康・体力つくり，青少年の健全育成を目的とした歩こう会の実施 

○ 「保護者の小学校時代に参加した際の話」や「活動や自然の中での会話」等を通した，親子

の交流や励まし合う場面の設定 

○ 世代間ふれあい活動やあいさつ運動の推進 

○ 卒業生の小学校最後の子ども会育成会における下級生との思い出づくり 

参  加  者       
 
（人 数） 

全児童，本校卒業生，保護者，教職員 

活 動 概 要       

○ 校区（宮脇公園）から猿ヶ城までの往復１３ｋｍを親子一緒に歩く。 

○ お弁当を一緒に食べたり，バーベキューをしたり，宝さがしゲームをしたりし

て楽しく過ごす。 
○ 猿ヶ城渓谷の自然のよさを発見する。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

コロナ禍で久々の開催予定であったが，４年ぶりに実施した。宮脇セブンイレ

ブンを出発したあと，水之上小校区を通過し猿ヶ城渓谷へ。到着後昼食を取り，

宝探しゲームなどのレクリエーションを行い，親睦を図った。当日は天気も良く

絶好のウォーキング日和であった。途中，体調不良者もあったがみんな楽しく過

ごせた。 

                                                                  

 

 

 

 

到着前の様子１           到着前の様子２   

 

 

 

 

 

家族で昼食             宝取りゲーム                                                                                  

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（  曽於市  ）       

事  業  名 柳迫小交通安全教室 実施時期 ４月 

趣旨又は目的 

【低学年】 

  ① 信号の意味を知り、信号を正しく守って横断することができるようにする。 

  ② 信号機のない横断歩道での横断の仕方が分かり、車の動きを確かめ、左右を確

認して安全にわたることができるようにする。 

  ③ 歩道の右側を１列・２列に並び、前後の車の動きに注意しながら安全に通行す

ることができるようにする。 

【中・高学年】 

○ 自転車に乗るときの決まりや心得を知り、自転車の正しい乗り方ができるよ

うにする。 

参  加  者 

 

（人 数） 

児 童 ６４人    教職員 １３人 

警察官  ２人    交通安全協会 １人  柳迫子ども見守り隊 ９人 

 合 計 ８９人 

活 動 概 要 

 低学年・中学年・高学年に分かれ、１時間ずつ実施。関係機関の方々に、それ

ぞれの時間に指導・助言を頂いた。 

 低学年の児童については、校庭に作った模擬横断歩道で渡り方を練習した後、

学校近くの信号のある横断歩道で実際に渡る練習を行った。その際に、警察官、

柳迫子ども見守り隊の補助・支援を頂いた。 

 中学年・高学年については、横断歩道の渡り方を復習した後、自転車の点検の

仕方を学び、校庭に作った模擬道路で実際に自転車に乗る練習を行った。 

活 動 写 真 

 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実際に横断歩道で渡る練習】     【模擬横断歩道での渡り方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自転車点検の仕方の学習】     【模擬道路での自転車に乗る練習】 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 
 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                         市町村名（  曽於市  ）       

事  業  名 月野鬼火焚き 実施時期 ２月上旬 

趣旨又は目的 
 行事を体験することを通して、地域の人とのつながりや、郷土の良さを味わい、
人、地域を愛する心を育む。 

参  加  者 
 
（人 数） 

 月野地域おこし隊、学校応援団、ＰＴＡ役員、校長、教頭、月野消防団、月野小
児童および保護者、地域の方々など 約７０名 

活 動 概 要 

 月野地域おこし隊の地域有志の方々により鬼火焚きのやぐらが作成され、当日児
童が参加するイベント（鬼起こし）も用意された。 

当日は月野小児童およびその保護者の方々や、地域の方々が参加し、無事に行事
を終えることができた。ぜんざいなどのふるまいもあった。参加者で鬼火を囲み、
今年の無病息災を願う時間を共有した。 

活 動 写 真 
 

[説 明] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

地域の有志の方々で準備 巨大鬼を引き起こす子供たち 

会場に集まる地域の方々 会場に集まる地域の方々 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（   志布志市   ） 

事  業  名       
志布志市立松山小学校  

生活リズムチェック週間への取組 
実施時期 令和６年４月 

趣旨又は目的 
子どもたちの基本的生活習慣の確立を目指し，各家庭での見届け，協力を依頼す

ることで，家庭教育への啓発を図る。 

参  加  者       
 
（人 数） 

松山小全児童64人 全家庭 46戸 

活 動 概 要       

１ 調査期間   １学期・・・2024 年４月９日～４月 15 日（今回の取組） 

         ２学期・・・2024 年９月頃 
                  ３学期・・・2025 年１月頃 
２ 提出日    １学期・・・2024 年４月 16 日 

              ２，３学期・・・調査終了の翌日 
３ 調査内容   各項目，目標の時刻や内容を子どもと一緒に話し合って決めても

らう。 

                     （１）起きた時刻 
                     （２）寝た時刻 
                     （３）朝ごはんを食べたか（内容） 

                     （４）おうちのお手伝いをしたか 
                     （５）夜の歯みがき・仕上げみがきをしたか 
４ その他    ・ 反省は１週間を振り返り，目標に対してどうだったか，目標

達成のためにこれからどのように工夫していきたいかを記入
してもらう。 

        ・ 保護者欄への記入もお願いする。 

                  ・ 結果については，学校保健委員会でお知らせする。 
 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 
 
 
 
 
 
 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

生活リズムチェック表 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（ 志布志市 ） 

 
 ※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

事  業  名       

学校保健委員会・家庭教育学級 

「子供の成長に生かす 

スポーツ栄養学」 

実施時期 ２月29日(木) 

趣旨又は目的 
○ 保護者の意識向上を目的に，子供の規則正しい生活習慣の育成について，栄

養学の観点から学校保健委員会並びに家庭教育学級で講話をしていただく。 

参  加  者       

（人 数） 
保護者，教職員51名 

活 動 概 要       

○ 今年度，学校保健委員会のテーマとして「規則正しい生活習慣」を掲げ，実践

してきた。今年度のまとめとして，栄養学の観点から生活習慣について見つめ直

し，健康面での様々な影響や問題について，（株）ＫＡＧＯ食スポーツの田畑綾

美先生に事例やデータをもとに，今後の取組について御指導いただくことができ

た。 

○ 食が与える体への影響について話をしていただき，各家庭ですぐに実践できる

ような講話をしていただいた。 

活 動 写 真       

 

[説 明] 

写真１・２・３ 田畑綾美先生による講演 

 

 

 

 

 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（ 志布志市 ） 

 
 ※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

事  業  名       交通安全御守表彰式・贈呈式 実施時期 ３月22日(金)・４月８日（月） 

趣旨又は目的 
○ 地域ぐるみの青少年の育成 

地域でのあいさつ・立哨指導をしてくださった方への感謝の思いを伝える。 

参  加  者       

（人 数） 
６年生（卒業生）６名，新１年生６名，校区コミュニティ協議会女性部代表２名 

活 動 概 要       

○ 小学校入学時に，校区公民館(当時)女性部から贈呈された交通安全御守とマ

スコット「安ちゃん・全ちゃん」を６年間つけ続けていた６年生の児童に表彰

状と記念品を贈呈する。 

○ ６年生は卒業を前に，毎日登下校時に立哨指導をしてくださっていた方への

感謝の思いを伝え，地域への思いを高めることができた。 

○ 新１年生は，交通安全に気を付けて登下校することを再度確認することがで

きた。 

活 動 写 真       

 

[説 明] 

写真１・２ 卒業生への表彰式の様子          

 

 

 

 

 

写真３ 新入生への贈呈式の様子 

 

 

 

 

 

 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                                市町村名（志布志市）       

事  業  名       ダゴ祭り 実施時期 令和６年３月２日 

趣旨又は目的 尾野見地区の方々が大切にしてきた「霧島神社」について児童に知ってもらうと
ともに地域の行事であった「ダゴ祭り」についても児童へ継承していく。 

参  加  者       
 
（人 数） 

地域住民，児童70人 

活 動 概 要       

○ 前日の３月１日（金）は，各集落で３色の団子作りを行い，児童の自分の集落
で参加した。 

 
○ ３月２日（土）は，尾野見校区公民館に集まり，地域の方々と協力しながらダ

ゴや季節の花を飾った。 

 

○ 尾野見の霧島神社へ行き，奉納した。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（  大崎町  ）        

事  業  名 キッズセミナー世代間交流 実施時期 ３月１６日（土曜日） 

趣旨又は目的 
eスポーツを通して世代間での交流を図る。 
インターネットの正しい使い方などをDVDを視聴して学ぶ。 

 

参  加  者 
 
（人 数） 

小学生３年生１名，５年生２名，老人クラブ４名，計７名 

活 動 概 要 

参加費無料で町内の小学生と老人クラブの方が参加し，一緒にインターネット
の正しい使い方をDVDを視聴し学び，話し合う。 

その後，混成チームを作り，チーム戦で成績を競い合う形式でeスポーツを実践
した。 

初めてのeスポーツ（太鼓の達人）に戸惑いながらも子ども達からの声援を受け
老人クラブの方も楽しまれるなどコミュニケーションが取れ，良い世代間交流が
できた。老人クラブでもeスポーツを取り入れて会員同士の交流に役立てたいと話
された。 

また，子供達からもこのような機会があれば，また参加したいと言う声が聞か
れた。 

活 動 写 真 
 

[説 明] 

 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

DVD 視聴後に SNS ついて話し合う 

「太鼓の達人」実践中 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（ 南大隅町  ）        

事  業  名        南端まちづくり（根占中学校） 実施時期 毎月第３土曜日 

趣旨又は目的 
小・中・高の児童生徒が、地域の皆さんと協力して清掃活動を行う。 
(郷土愛を高める活動 社会に貢献する活動) 

参  加  者       
 
（人 数） 

約３０人(小学生１０名 中学生１０名 高校生１０名) 

活 動 概 要       

・地域の清掃 ( 港公園 川沿い 国道沿い 周辺 ) 
・緑化活動 ( 根占交番前 花壇の除草 苗植え ) 
南大隅町教育委員会の呼びかけ(放送等)で実施する。 
(給食時間の放送や金曜日の帰りの会で呼びかけ) 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 
 
←港公園 川沿いの除草 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
      根占交番前花壇 除草→ 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                         市町村名（ 南大隅町  ） 

事  業  名 

① 性に関する指導講話 

② １・２年生学級ＰＴＡ，第３回学校保健委員会 

（第一佐多中学校） 

実施時期 
① ２月 ８日（木） 

② ２月２１日（水） 

趣旨又は目的 

〇 自分や他者の命を大切に，尊重するための正しい判断，意思表示，行動ができ

る姿勢を養う。 

〇 スマホ等によるＳＮＳの適切な利用方法について考えるとともに，ペアレンタ

ルコントロールの重要性や適切なメディア使用に関する家庭での取組について

意識の高揚を図る。 

〇 「早寝早起き朝ごはん」の習慣化や食育の推進を通して，日々の生活習慣を見

直す機会とする。 

参  加  者 
 
（人 数） 

① 生徒（２２名），教職員（１１名） 

② 保護者（１１名），教職員（４名） 

活 動 概 要 

① 「思春期の性」をテーマに，男子は，キラメキテラスヘルスケアホスピタル泌
尿器科科長，内田洋介氏を招聘し，授業をしていただき，女子は，本校養護教諭
が授業を行った。。授業を通して，「自分の性だけではなく，相手の性も知るこ
とが，自分も相手も大切にすることになる」という考え方を深めることができた
。 

 
② 学級ＰＴＡにおいて，家庭でのルールづくりの徹底とペアレンタルコントロー

ルの大切さについて確認をした。また，第３回学校保健委員会では，本町の栄養
教諭を講師に招聘し，成長期の子どもたちにとって「栄養バランスのよい食事」
や「早寝早起き朝ごはん」の習慣を身に付けることの大切さについて講話をして
もらい，日々の生活習慣を見直す機会になった。 

 

活 動 写 真 
 

[説 明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性に関する指導講話の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１・２年学級ＰＴＡの様子】     【第３回学校保健委員会の様子】 
 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（ 南大隅町 ）        

事  業  名       
PTA・地域女性団体による登校指導 

（神山小学校） 実施時期 
令和６年４月８日（月）～１５日（月） 

（登校時） 

趣旨又は目的 

・ あいさつ運動を行うことで，児童と地域のつながりを再確認し，安全の確保,
積極的な挨拶と早めの登校，新年度へ向けた子児童の意欲を高める。 

 
・ 交通安全指導を行うことで，児童の安全意識を高め，事故の未然防止につな 

げる。 

参  加  者       
 

（人 数） 
 ２人 

活 動 概 要       神山小学校正門前横断歩道にて，交通安全指導やあいさつ運動を行う。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

【７：４０頃の登校の様子】 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                             市町村名（ 南大隅町 ）       

事  業  名       
佐多っ子クリーン大作戦 
（佐多小学校） 実施時期 3月上旬 

趣旨又は目的 

○ 小学校を卒業する六年生をリーダーに，校区内の港や通学路に落ちているゴミ

拾いを行い，自身が暮らす地域への愛着と自分達も地域の一員であることの自覚

を育む。 

参  加  者       
 
（人 数） 

○全校児童２８名 教職員１４名 

○地域の方々４名 

活 動 概 要       

○小学校を卒業する六年生をリーダーに校区内の港や通学路に落ちているゴミ拾

いを行う。 

○六年生をリーダーに,全学年を６グループに縦割りの班編成を行い,異学年交流

を行う。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

１ 担当の先生からゴミ分別の仕方や安全面 

 に関する指導を受けます。        

 

 

 

２ 6 年生リーダーを中心にグループで 

 協力しながら熱心にゴミを拾います。 

 上級生が下学年の面倒をよく見てくれ 

 たいへん頼もしいです。 

 

 

３ ゴミ拾い自体は 30 分程度の短い活動で 

     したが，多くのゴミを拾うことができまし 

た。児童が集めたゴミの最終的な処分は地 

域・保護者の方が気持ちよく引き受けてく 

ださいました。             

       

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 


